
いやしを創造する地域密着型休憩スペース

沐香造
MOKUKOUZOU



鯨ヶ丘、くじら屋について

conceptコンセプト

くじら焼き 足湯×
KUJIRAYAKI ASIYU



鯨ヶ丘ということや、足湯の要素により建築は、「和」としました。

鯨ヶ丘の雰囲気に合わせ、現存する周りの建物に馴染むよう計画しました。

facade外観



floorplan1階平面図

こちらが配置兼1階平面図です。



floorplan1階平面図

正面に屋台方式でくじら焼きを食べることがで
きるスペースがあります。

気軽に立ち寄り、くじら焼きを食べに来ること
ができます。



floorplan1階平面図

裏には、くじら焼きを自分で作るコーナーがあ
ります。

自分だけのくじら焼きを食べることで、楽しさ
と美味しさを味わうことができます。



floorplan1階平面図

次にこちらが足湯スペースです。
鯨ヶ丘の名前から、鯨の潮吹きをオマージュし
たデザインです。
衛生面を考え、小分けの部分を作ることで、利
用するたび、お湯を入れ替えることができます。



floorplan1階平面図

そして沐香造の1階、2階では宿泊が可能になっ
ています。1階部分は宴会スペースと宿泊ス
ペースがあり、それらを貸切ることもできます。
臨時拠点のような形で利用でき、鯨ヶ丘を散策
して泊ったり、団体で宴会をしてそのまま1泊
して翌日に帰るなど様々な用途があります。



floorplan2階平面図



「軸組交棒」

interior家具

ヒノキの合板とパイプで形成される、テーブルとイスが複
合した家具です。
鯨ヶ丘の名前から、鯨の潮吹きをイメージしたデザインに
しました。
合板の部分が可動式になっており、利用者が好きな形に変
形させることができ、利用者によって様々な使い方ができ
ます。



沐香造と軸組交棒によってもっと観光客と地域住民の
交流の架け橋となる鯨ヶ丘商店街になってほしい。

conclusionまとめ



conclusionまとめ

鯨ヶ丘を足元から人々と繋げる


